
人口のうごき（平成16年11月１日現在）   ○世帯数   108,370（399減）   ○人口   男121,268（431減）  女115,692（111増）  計236,960（320減）  うち外国人登録数4,026
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10
月
23
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、震
度
５
弱
か
ら
震
度

７
ま
で
が
数
回
発
生
し
、そ
の
後
も
震
度
５
弱
を
越
え
る
余
震
が
続
き
、多

数
の
土
砂
崩
れ
や
、家
屋
の
倒
壊
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、地
震
の
恐
怖
を
見

せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、最
近
で
は
、東
海
地
震
・
南
関
東
直
下
型
地
震
な
ど
、首
都
圏
を
巻

き
込
む
大
地
震
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
は
い
つ
私
た
ち
の
身
に
襲
っ
て
く
る
の
か
予
測
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
ま
さ
か
自
分
が
被
害
に
遭
う
な
ん
て
…
」、災
害
の
被
災
者
も
同
じ
気
持

ち
で
す
。日
ご
ろ
か
ら
防
災
に
心
掛
け
、万
が
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
は
、防
災
課
災
害
対
策
係（
３
３
５
・
４
０
９
８
）へ
。

地
震
が
発
生
し
た
と
き
は

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、あ
わ

て
ず
に
落
ち
着
い
て
、素
早
い
行
動

で
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。地

震
が
発
生
し
た
と
き
の
注
意
点
を

改
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
の
中
で
は

○
使
用
中
の
火
を
消
し
、ガ
ス
の
元

栓
を
閉
め
、コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

○
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
を
踏
ま
な

い
よ
う
に
、履
き
物
を
着
用
す
る

○
扉
や
窓
を
開
け
、避
難
口
を
確
保

す
る

○
乳
幼
児
や
病
人
、高
齢
者
な
ど
の

安
全
を
確
保
す
る

○
避
難
す
る
と
き
は
ブ
レ
ー
カ
ー

を
切
る

■
路
上
で
は

○
そ
の
場
に
立
ち
止
ま
ら
ず
、か
ば

ん
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、空
き
地
や

公
園
へ
移
動
す
る

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
自
動
販
売
機
な

ど
に
は
近
づ
か
な
い
な
ど
、少
し

で
も
安
全
な
場
所
へ
移
動
す
る

○
倒
れ
そ
う
な
電
柱
や
垂
れ
下

が
っ
た
電
線
に
注
意
す
る

■
車
の
運
転
中
は

○
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
握
り
、

徐
々
に
速
度
を
落
と
し
、安
全
な
場

所
で
車
を
止
め
、エ
ン
ジ
ン
を
切
る

○
揺
れ
が
止
ま
る
ま
で
周
囲
の
状

況
を
冷
静
に
確
認
し
、ラ
ジ
オ
な
ど

で
情
報
を
聞
く

○
避
難
が
必
要
な
場
合
は
、車
検
証

な
ど
の
貴
重
品
を
持
っ
て
、徒
歩
で

避
難
す
る
。鍵
は
つ
け
た
ま
ま
で
、

ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
な
い

■
電
車
な
ど
の
車
内
で
は

○
両
手
で
つ
り
革
や
手
す
り
に
つ

か
ま
る

○
電
車
が
止
ま
っ
て
も
外
へ
は
出

ず
、乗
務
員
の
指
示
で
行
動
す
る

■
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
で
は

○
す
べ
て
の
階
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、

停
止
し
た
階
で
降
り
る

○
万
が
一
閉
じ
込
め
ら
れ
た
場
合

は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の
非
常
用
電

話
で
救
助
を
求
め
る

市
の
防
災
対
策

■
避
難
方
法
・
避
難
所
な
ど

　

地
域
の
避
難
先
が
危
険
な
場
合
、

ま
た
は
避
難
先
が
な
い
場
合
は
一

次
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る
市
立

小・
中
学
校
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。救
援
物
資
配
送
な
ど
の
拠
点
と

な
り
ま
す
。避
難
す
る
と
き
は
、隣

近
所
の
声
掛
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

一
次
避
難
場
所
に
火
災
な
ど
の
危

険
が
迫
っ
て
き
た
場
合
に
は
、警
察

官
が
消
防
団・市
職
員
と
連
携
し
て

s
内
壁
が
落
下
し
散
乱
し
た
家
屋（
新
潟
県
中
越
地
震
・
長
岡
市
内
で
）

●家具の転倒・落下防止…家具やテレビなどを固定し、配置も工夫する
●けが防止対策…食器棚には、ガラス飛散防止加工をし、スリッパ・懐
中電灯などを用意しておく
●家屋や塀の強度を確認…家屋の耐震診断を受け、ブロック塀なども
補強する
●消火の備え…火を消す習慣をつけ、日ごろから消火器を点検する
●火災発生の防止対策…普段使用しない電気器具は、差込みプラグを
コンセントから抜いておく
●非常用品の備え…非常用品は置き場所を決め、忘れずにラジオを入
れておく
●家族で話し合う…家族で安否の確認方法や避難集合場所を決め、避
難路を確認する
●防災環境の把握…地域の防災マップに加え、各家庭の防災マップを
作る
●過去の地震の教訓…消防署などが行う地震についての講演会に参加
するほか、テレビ・ラジオ・インターネットから地震の知識を学ぶ
●防災技術を身につける…積極的に防災訓練に参加する

地震に対する 10 の備え

　新潟県中越地震被災者への義援金を市役所１階地域福祉推進課、各文化センターなどで受け付
けています。
　問合せは、地域福祉推進課社会福祉係（３３５・４１６１）へ。

〈新潟県中越地震の関連記事を３ページに掲載しています〉

左
の
図
の
広
域
避
難
場
所
に
誘
導

し
ま
す
。

　

家
屋
に
大
き
な
被
害
が
あ
る
場

合
は
、小・中
学
校
、総
合
体
育
館
を

避
難
生
活
場
所
と
し
ま
す
。障
害
の

あ
る
方
は
、二
次
避
難
場
所（
市
内

11
か
所
の
文
化
セ
ン
タ
ー
）を
避
難

生
活
場
所
と
し
て
開
設
し
ま
す
。

■
食
糧
な
ど
備
蓄
品
の
確
保

　

市
で
は
、市
の
防
災
倉
庫
や
小・

中
学
校
に
、食
料
や
毛
布
な
ど
の
ほ

か
、紙
お
む
つ
な
ど
の
日
用
品
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
。各
家
庭
で
も
、最

低
３
日
間
の
食
料
と
水
を
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

■
飲
料
水
の
確
保

　

震
災
対
策
用
応
急
給
水
施
設（
武

蔵
野
公
園
内
、朝
日
町
３
丁
目
内
）、

ろ
水
機
、耐
震
性
貯
水
槽
、市
内
各

浄
水
所
、給
水
タ
ン
ク
で
水
を
供
給

し
ま
す
。一
人
１
日
３
リ
ッ

ト
ル

の
水
が
必

要
と
想
定
し
た
場
合
、市
民
23
万
人

の
31
日
分
の
水
を
確
保
し
て
い
ま

す
。

への備えは万全に
緊急
特集
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市
政
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

５
６
１
人
、12
団
体
の
方
々
を
市

制
施
行
50
周
年
記
念
顕
彰
式
で
顕

彰
し
ま
し
た
。

　

顕
彰
さ
れ
た
方
々
は
表
彰
状
が

２
０
１
人
・
１
団
体
、感
謝
状
が
３

６
０
人
・
11
団
体
で
す
。

　

問
合
せ
は
、秘
書
課（
３
３
５
・

４
０
１
５
）へ
。

（
敬
称
略
）

表
彰
状

■
自
治
功
労（
75
人
）

▽
相
原　

博
▽
秋
上
富
愛
▽
朝
倉

好
子
▽
井
口
悦
子
▽
石
井　

文
▽

板
山
賢
治
▽
市
川　

寛
▽
市
川
祐

次
▽
伊
藤
林
作
▽
今
田
孝
夫
▽
上

田
米

▽
梅
本　

實
▽
大
野
忠
一

▽
大
室
政
右
▽
尾
﨑
正
一
▽
越
智

義
一
▽
小
野
寺　

淳
▽
鹿
島
恒
雄

▽
加
藤
英
男
▽
河
合
正
弘
▽
川
和

　

勝
▽
桒
田
信
一
▽
上
妻
斌
宏
▽

小
島
壽
一
郎
▽
小
林
哲
藏
▽
小
松

雄
三
▽
佐
々
木
節
子
▽
三
宮
克
己

▽
重
廣　

正
▽
柴
野
和
夫
▽
杉
田

道
雄
▽
杉
山　

▽
鈴
木
一
治
▽

鈴
木
正
樹
▽
備　

邦
彦
▽
髙
木
弘

司
▽
髙
野
正
次
▽
髙
橋
重
春
▽
伊

和
男
▽
田
中
喜
勢
子
▽
田
中
愼

一
▽
手
塚
歳
久
▽
寺
田
光
逸
▽
内

方
夫
▽
中
島
英
人
▽
中
山
鎭
子

▽
中
山
幸
夫
▽
並
木
三
郎
▽
野
口

忠
明
▽
花
岡　

清
▽
林　

辰
男
▽

原　

二
▽
比
留
間
敏
夫
▽
福　

晴
美
▽
福
島　

稔
▽
福
永
壽
巳
夫

▽
本
多
孝
安
▽
松
村
伊
輔
▽
松
山

新
五
郎
▽
皆
木
辰
雄
▽
宮
澤　

誠

▽
村
井　

浩
▽
村
﨑
啓
二
▽
目
黒

重
夫
▽
望
月
友
子
▽
茂
手
木
正
明

▽
八
木
下
武
良
▽
谷
中
晃
三
▽
矢

部
純
一
▽
山
上
義
人
▽
山
口
光
男

▽
吉
田
勝
太
郎
▽
吉
野
和
男
▽
𠮷

野
正
二
▽
吉
野
裕
久

■
社
会
福
祉
功
労（
36
人
）

▽
浅
見
ス
ジ
子
▽
池
田
麻
子
▽
池

田
公
夫
▽
石
渡
槇
子
▽
市
川　

博

▽
井
藤
篤
子
▽
井
上
正
郎
▽
今
喜

夛
ト
シ
ヱ
▽
江
田
廣
子
▽
榎
本
隆

乗
▽
小
澤
貞
雄
▽
片
岡
利
正
▽
加

藤
佑
子
▽
川
崎

子
▽
木
村
次
男

▽
河
内
恊
子
▽
香
本
と
み
子
▽
小

髙
和
歌
子
▽
小
西
誠
次
▽
小
林　

豪
▽
佐
伯
治
郎
▽
篠
原
廣
子
▽
渋

谷
三
之
助
▽
鈴
木
光
義
▽
関　

和

子
▽
髙
木
ミ
サ
▽
田
口
寅
三
▽
竹

谷
澄
子
▽
内
藤
敏
正
▽
西
川
扶
美

子
▽
根
岸
儀
助
▽

田
直
子
▽
原

　

政
子
▽
二
重
作
と
よ
子
▽
宮
下

友
子
▽
望
月
友
子

■
保
健
衛
生
功
労（
18
人
・
１
団

体
）

▽
糸
永
健
一
▽
川
﨑
明
美
▽
川
和

清
春
▽
工
藤
紀
子
▽
木
幡　

篤
▽

崎
山　

弘
▽
佐
藤
吉
夫
▽
繁
田

郎
▽
白
澤
蕉
子
▽
髙
野
佐
太
夫
▽

竹
野
嘉
代
子
▽
中
島
豊
春
▽
中
村

仁
也
▽
野
副
勝
資
▽

原
聖
子
▽

山
口　

登
▽
山
﨑
惠
子
▽
山
田
東

太
郎
▽
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
府
中
21

■
環
境
保
全
功
労（
１
人
）

▽
上
平
繁
子

市
制
施
行
50
周
年
記
念
顕
彰
式

５
６
１
人
12
団
体
の
方
々
を
顕
彰

■
生
活
安
定
功
労（
１
人
）

▽
井
柳
幸
子

■
安
全
対
策
功
労（
４
人
）

▽
市
川
正
昭
▽
中
村
久
𠮷
▽
野
口

忠
明
▽
松
村
清
敏

■
教
育
功
労（
12
人
）

▽
赤
木
一
惠
▽
荒
木
深
香
▽
榎
本

隆
乗
▽
大
久
保
秀
憲
▽
小
澤　

宏

▽
熊
野
光
子
▽
藏
内
睦
子
▽
小
林

清
秀
▽
髙
野
祐
一
▽
土
井　

彰
▽

人
見
吉
昭
▽
山
口　

正

■
文
化
功
労（
４
人
）

▽

栖
明
美
▽
玉
田
大
助
▽
川
嶋

奈
緒
子
▽
澤　

穂
希

■
労
働
精
励（
35
人
）

▽
阿
部
好
法
▽
石
橋
昭
雄
▽
市
川

俊
男
▽
稲
葉
勝
美
▽
井
上
米
次
▽

氏
家
敏
子
▽
大
久
保
清
正
▽
大
槻

　

栄
▽
小
笠
原
廣
三
▽
柄
澤　

曻

▽
川
井
正
義
▽
小
林
タ
カ
▽
佐
川

弘
志
▽
鈴
木
善
治
▽
鈴
木
近
廣
▽

関　

久
夫
▽
關　

正
男
▽
髙
篠
武

男
▽
瀧
井
か
を
る
▽
　

義
保
▽

千
田　

篤
▽
長
山　

昭
▽
夏
苅
克

士
▽
並
木
茂
雄
▽
馬
場
龍
平
▽
平

澤
功
夫
▽
古
田
清
一
▽
保
坂　

登

▽
堀
江
幸
治
▽
増
田
一
男
▽
松
原

昌
子
▽
宮
﨑
友
𠮷
▽
森
田
益
介
▽

谷
中
ア
イ
▽
山
﨑
昇
次

■
産
業
功
労（
12
人
）

▽
井
上
一
雄
▽
臼
井　

正
▽
大
内

勝
美
▽
大
久
保
秋
生
▽
大
場
國
司

▽
小
勝
正
男
▽
影
山
弥
一
▽
髙
橋

　

健
▽
塚
口　

智
▽
中
山
洋
一
▽

村
野
忠
明
▽
山
村
修
司

■
寄
付
行
為（
３
人
）

▽
兼
平
昭
義
▽
髙
橋　

勇
▽
正
宗

幹
夫感

謝
状

■
自
治
功
労（
99
人
）

▽
朝
倉
利
明
▽
朝
倉
俊
子
▽
池
田

茂
二
▽
石
川
昌
史
▽
石
坂
孝
典
▽

伊
藤
一
雄
▽
伊
東
健
次
▽
稲
津
憲

護
▽
鵜
池
勝
子
▽
植
木　

敦
▽
内

野
洋
子
▽
江
澤
幸
子
▽
江
花
靖
子

▽
遠
田
宗
雄
▽
大
﨑
本
一
▽
太
田

静
男
▽
大
塚
政
夫
▽
岡
田
和
子
▽

奥
島
平
八
郎
▽
小
澤
幸
治
▽
小
野

惠
子
▽
加
藤
英
男
▽
鎌
田
俊
夫
▽

亀
山　

章
▽
菊
池
朝
子
▽
北
見
正

春
▽
熊
野
光
子
▽
栗
林
正
昭
▽
黒

﨑　

啓
▽

田　

▽
河
内
統
子

▽
河
内
美
智
子
▽
小
坪
初
枝
▽
小

林
順
子
▽
小
林
美
惠
子
▽
小
松　

進
▽
佐
伯
一
男
▽
坂
井
利
夫
▽
境

　

智
子
▽
佐
久
間
桂
子
▽
迫
田
次

子
▽
佐
藤
定
雄
▽
佐
藤　

繁
▽
杉

山
和
子
▽
鈴
木
錦
治
▽
関　

和
子

▽
関　

康
夫
▽
隆　

ミ
ワ
子
▽
髙

野
律
雄
▽
髙
野
祐
一
▽
工　

弘
▽

田
澤
茂
子
▽
伊

和
男
▽
田
中
桂

子
▽
田
中
愼
一
▽
谷
合
稔
生
▽
谷

合
稔
丈
▽
露
木
肇
子
▽
寺
石　

隆

▽
戸
越
沙
夜
子
▽
中
澤
裕
枝
▽
中

田
慶
子
▽
奈
良　

昇
▽
奈
良
﨑
久

和
▽
二
宮
淳
美
▽
野
垣
靖
子
▽
野

田
俊
文
▽
蜂
須
賀
昭
典
▽
服
部
ひ

と
み
▽
馬
場
出
雲
▽
林　

光
雄
▽

原　

陽
子
▽
比
留
間
悦
子
▽
比
留

間　

博
▽
福
井　

隆
▽
藤
井
由
紀

子
▽

本
利
子
▽
古
澤
弘
江
▽
松

川
淳
子
▽
松
田
和
子
▽
松
原
澄
美

子
▽
松
村
壽
志
▽
松
本
榦
郎
▽
宮

尾
智
惠
子
▽
宮
﨑　

巖
▽
宮
永
美

知
子
▽
宮
本
倫
好
▽
宮
本
武
蔵
▽

村
木　

茂
▽
村
越
彌
壽
子
▽
村
山

雅
彌
▽
安
江
富
士
夫
▽
安
田
晴
彦

▽
山
口　

雅
▽
山
崎　

猛
▽
陽　

卓
朗
▽
横
田
友
子
▽
横
山
年
子
▽

和
智
幸
雄

■
社
会
福
祉
功
労（
１
０
７
人
・
２

団
体
）

▽
赤
堀
明
生
▽
秋
元
波
留
夫
▽
石

川
昌
史
▽
石
塚
幸
夫
▽
市
川
三
郎

▽
市
川
俊
男
▽
井
出
信
子
▽
井
藤

篤
子
▽
井
上
摩
利
子
▽
今
井
元
忠

▽
岩
田　

勇
▽
鵜
池
勝
子
▽
榎
本

崇
子
▽
遠
藤
洋
子
▽
大
津
貞
夫
▽

大
橋
君
子
▽
岡
田
昇
一
▽
岡
田
テ

イ
子
▽
岡
野
谷
忠
義
▽
小
澤　

明

▽
小
澤
和
雄
▽
勝
倉
清
子
▽
勝
又

茂
子
▽
加
藤
美
枝
子
▽
加
藤
良
三

▽
⻆
倉
信
一
▽
金
澤
富
久
子
▽
川

窪
隆
次
▽
川
出
美

子
▽
木
下
義

明
▽
木
本
敦
子
▽

田　

▽
小

泉
純
子
▽
神
山
誠
吾
▽
小
林
久
恵

▽
佐
伯
ヨ
シ
子
▽
塩
澤
佳
津
子
▽

島
中　

弘
▽
下
條
輝
雄
▽
下
羽
ひ

さ
子
▽
白
木
是
義
▽
鈴
木
和
男
▽

鈴
木
恂
子
▽
鈴
木
義
司
▽
須
藤
光

忠
▽
關　

節
子
▽
關　

裕
充
▽
髙

篠
和
子
▽
髙
野
佳
子
▽
髙
橋　

登

▽
竹
内
カ
ツ
子
▽
田
代
德
子
▽
田

中
清
美
▽
田
中
純
子
▽
玉
井
榮
子

▽
玉
田
大
助
▽
堤　

薫
▽
勅
使
河

原　

一
男
▽
勅
使
河
原　

幸
吉
▽

富
澤
安
治
▽
豊
嶋
千
代
子
▽
内
藤

綾
子
▽
中
込
健
二
郎
▽
永
瀬
民
雄

▽
中
村
愛
子
▽
中
村
美
佐
江
▽
鍋

島
喜
美
子
▽
並
木
三
郎
▽
新
村
孝

子
▽
西
腰
美
惠
子
▽
蜂
谷　

正
▽

羽
根
禮
子
▽
馬
場
出
雲
▽
早
川
治

男
▽
早
坂
泰
子
▽
林　

一
榮
▽
林

　

比
典
子
▽
原
田
ま
ち
子
▽
比
留

間
ア
キ
子
▽
比
留
間
悦
子
▽
比
留

間
壽
美
子
▽
古
川
英
明
▽
前
田
典

子
▽
松
村
さ
き
▽
松
村
寅
之
助
▽

松
本
惠
子
▽
松
本
健
二
▽
真
鍋
チ

ヱ
子
▽
間
野
篤
子
▽
村
野
登
美
枝

▽
望
月
友
子
▽
森
岡
玲
子
▽
森
田

榮
𠮷
▽
森
田
国
雄
▽
森
林
惠
美
子

▽
矢
ケ
崎
綾
子
▽
谷
田
部
末
子
▽

山
上　

稔
▽
山
崎　

敏
▽
山
﨑
譽

男
▽
山
田
聖
都
▽
弓
削
田
惠
美
子

▽
横
山
須
美
子
▽
吉
田
陸
子
▽
吉

野
五
郎
▽
和
田　

都
▽
渡
邉　

修

▽
府
中
市
登
録
手
話
通
訳
者
の
会

▽
本
願
寺

■
保
健
衛
生
功
労（
15
人
）

▽
赤
須
文
彰
▽
井
上
禮
子
▽
岩
淵

　

通
▽
小
木

み
ど
り
▽
小
野
卓

哉
▽
木
村
孔
右
▽
正
田
達
夫
▽
鈴

木
尉
二
▽
高
嶺
絵
理
▽
中
島
辰

馬
▽
中
野
潤
三
郎
▽
原
田

直
▽

藤
木
茂
子
▽
堀
内
富
子
▽
松
田
克

一■
環
境
保
全
功
労（
８
人
）

▽
飯
村　

弘
▽
岡
山
隆
之
▽
佐
藤

　

清
▽
芹
澤
日
出
雄
▽
中　

四
郎

▽
楢
嶋　

篤
▽
林　

也
▽
星
野

喜
一

■
生
活
安
定
功
労（
２
人
）

▽
池
上
純
子
▽
坂
本
敬
子　

■
安
全
対
策
功
労（
14
人
）

▽
遠
田
宗
雄
▽
桒
田
信
之
▽
佐
々

木
博
康
▽
髙
野
昌
典
▽
田
中
仁
志

▽
西
村
保
德
▽
樋
口　

束
▽
人
見

吉
昭
▽
本
多　

隆
▽
本
間
郁
浩
▽

松
原
隆
治
▽
峯
岸
安
正
▽
山
田　

洋
▽
吉
野
延
行

■
教
育
功
労（
81
人
）

▽
相
原　

博
▽
青
木
不
二
子
▽
朝

倉　

隆
▽
朝
倉
俊
夫
▽
池
田
智
光

▽
池
田
房
江
▽
石
川
と
よ
子
▽
石

塚
百
合
子
▽
市
川
一
德
▽
市
川
チ

サ
エ
▽
市
川　

浩
▽
市
村
昌
美
▽

伊
藤
妙
子
▽
井
上
義
勝
▽
伊
部
和

子
▽
岩
崎
隆
子
▽
岩
田
イ
ク
▽
植

松
惠
美
子
▽
植
松
弘

▽
梅
田　

誠
▽
榎
本
フ
ミ
子
▽
榎
本
保
子
▽

大
井
田
鶴
子
▽
荻
野
八
代
枝
▽
鹿

島
孝
夫
▽
加
藤
榮
子
▽
金
子
重
明

▽
亀
山
福
三
▽
川
本
洋
子
▽
木
目

田
政
雄
▽
清
野
初
實
▽
久
保
富
美

夫
▽
熊
谷
幸
男
▽
小
泉

徳
▽
小

口
八
重
子
▽
越
川
幸
子
▽
小
林
正

美
▽
近
藤
キ
ミ
子
▽
堺　

千
佳
子

▽
櫻
木
ソ
ノ
▽
佐
藤
政
利
▽

間

和
子
▽
塩
澤　

勇
▽
篠
田
正
春
▽

新
保
邦
明
▽
鈴
木
絢
子
▽
鈴
木　

清
▽
鈴
木
紳
一
郎
▽
関
根
誠
一
▽

髙
橋
淳
二
▽
田
代
由
美
子
▽
丹
生

江
▽
茅
野
峰
雄
▽
辻
田
和
德
▽

永
井
延
子
▽
中
田
徳
彦
▽
永
峰
久

隆
▽
中
村
久
𠮷
▽
西
谷
照
代
▽
庭

野
皓
司
▽
野
口
富
平
▽
野
里
春
夫

▽
原
田
君
枝
▽
平
田

之
▽
比
留

間
ア
キ
子
▽
廣
野
英
子
▽
藤
倉
正

道
▽
本
多
恵
子
▽
槇
ケ
垰
俊
彦
▽

益
山
正
江
▽
松
村
啓
太
郎
▽
松
村

信
幸
▽
松
山
俊
彦
▽
儘
田
洋
子
▽

三
澤
章
生
▽
宮
﨑
清
美
▽
牟
田
和

子
▽
武

和
代
▽
山
野
井
貞
子
▽

横
山
暁
生
▽
渡
邊
美
智
子

■
文
化
功
労（
８
人
・
２
団
体
）

▽
綾
部
好
男
▽
糸
井
惠
美
子
▽
大

津
貞
夫
▽
大
橋
康
廣
▽
木
村
本
子

▽
小
宮
山　

明
▽
多
田
今
日
子
▽

吉
橋
市
太
郎
▽
サ
ン
ト
リ
ー
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
▽
東
芝
府

中
ラ
グ
ビ
ー
部

■
産
業
功
労（
18
人
）

▽
曾
田
三
則
▽
相
原　

博
▽
石
塚

幸
夫
▽
岩
井
正
則
▽
内
海
由
紀
夫

▽
内
海
善
行
▽
小
勝
力
夫
▽
川
口

孝
子
▽
菊
池
昭
雄
▽
倉
林　

亮
▽

小
牧
貞
男
▽
髙

和
雄
▽
髙
橋
晴

彦
▽
田
中
茂
雄
▽
野
村
正
德
▽
濱

中
重
美
▽
福
島
滋
樹
▽
森
田
晴
三

■
寄
付
行
為（
６
団
体
）

▽（
社
）日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選

手
会
東
京
支
部
▽
東
京
武
蔵
府
中

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
日
本
中
央

競
馬
会
東
京
競
馬
場
▽
府
中
交
通

安
全
協
会
運
輸
部
会
▽
本
宿
囃
子

保
存
会
▽
ル
イ
シ
ャ
ト
レ
中
河
原

住
民
の
会

■
50
周
年
特
別
顕
彰（
８
人
・
１
団

体
）

▽
宇
津
木
和
雄
▽
小
西
厚
子
▽
𠮷

野
政
男
▽
伊
東
嘉
一
郎
▽
加
藤
愼

一
▽
北
島
三
郎
▽
ロ
ベ
ル
ト
・
プ

レ
ー
ガ
ー
▽
都
立
府
中
西
高
校
合

唱
部
▽
牛
島
葉
子

　前府中市長の吉野和男
氏（81歳＝若松町１の18）
が11月３日に市制施行50
周年記念「喜びの集い」の
席上で、府中市名誉市民
の称号を贈られました。
　吉野和男氏の名誉市民選定につい
ては、９月の市議会定例会に野口市
長から提案され、市議会で同意され
たもので、故児玉九十氏（元明星学苑
長）、故矢部隆治氏（元府中市長）、故
中城イマ氏（元多摩同胞会理事長）に
次いで４人目の名誉市民となりまし
た。
■吉野和男氏の略歴
　大正12年３月26日、多磨村常久（現
在の府中市若松町）に生まれ、昭和21
年６月、当時の府中町に奉職。
　昭和29年の市制施行の後は、総務
部長や企画調整部長を歴任し、昭和
49年、府中市助役に就任。同55年に
府中市長に就任され、以来５期20年
にわたり府中市長として市政の運営

にあたリました。
　この間、道路や公共下
水道の整備、府中駅の高
架化や南口再開発事業の
推進、郷土の森博物館や
府中の森芸術劇場、生涯
学習センター、府中市美
術館、特別養護老人ホー
ムなど、福祉や文化・教育
活動の拠点施設の建設な

ど、全国でも屈指の都市としての市
の発展に多大な功績を残されまし
た。
　また、東京都市長会会長をはじめ、
全国市長会関東支部支部長、全国市
長会副会長及び相談役などの要職を
歴任し、全国に及ぶ地方自治の発展
に貢献されました。
　平成12年には、自治大臣表彰、勲三
等旭日中綬章の栄誉に浴されていま
す。
　このように、長年にわたり、本市の
内外で、地方自治の振興と公共の福
祉の増進、社会文化の興隆のために
献身したその功績は極めて多大であ
り、府中市民の郷土の誇りとすると
ころです。

名誉市民名誉市民に名誉市民名誉市民に
吉野和男吉野和男氏吉野和男吉野和男氏吉野和男氏

名誉市民に

s   

文
化
功
労
で
表
彰
さ
れ
た
ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
澤　

穂
希
さ
ん
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表　

彰

秋
の
叙
勲

次
の
方
々
が
受
章

　

永
年
に
わ
た
っ
て
、様
々
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
、功
績
の
あ
っ
た
次
の

６
人
の
市
民
の
方
々
が
、秋
の
叙
勲

で
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、秘
書
課（
３
３
５
・

４
０
１
５
）へ
。

（
敬
称
略
）

【
旭
日
章
】

■
旭
日
双
光
章

▽
小
島
壽
一
郎（
片
町
２
の
５
）／

現（
財
）東
京
都
体
育
協
会
副
会
長

【
瑞
宝
章
】

■
瑞
宝
中
綬
章

▽
外
山
正
夫（
本
町
４
の
18
）／
元

高
崎
経
済
大
学
教
授

▽
松
村
淳
治（
白
糸
台
１
の
69
）／

元
衆
議
院
常
任
委
員
会
専
門
員

■
瑞
宝
双
光
章

▽
江
橋
恒
男（
浅
間
町
４
の
４
）／

元
東
京
消
防
庁
消
防
正
監

▽
木
村
博
治（
押
立
町
１
の
24
）／

元
総
務
庁
静
岡
行
政
監
察
事
務
所

長■
瑞
宝
単
光
章

▽
石
原　

静（
若
松
町
２
の
９
）／

元
警
察
庁
事
務
官

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

次
の
方
々
が
受
章

　

永
年
に
わ
た
っ
て
、危
険
性
の

高
い
業
務
に
精
励
さ
れ
た
次
の
19

人
の
市
民
の
方
々
が
、晴
れ
の
叙

勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、秘
書
課（
３
３
５
・

４
０
１
５
）へ
。

（
敬
称
略
）

■
瑞
宝
双
光
章

▽
石
垣　

實（
美
好
町
２
の
19
）／

元
警
視
庁
警
視

▽
尾
﨑
貞
夫（
日
新
町
５
の
72
）／

元
二
等
空
尉

▽
加
藤　

忠（
南
町
５
の
31
）／
元

三
等
空
尉

▽
笹
森
武
志（
武
蔵
台
１
の
22
）／

元
警
視
庁
警
視

▽
藤
本　

明（
朝
日
町
１
の
４
）／

元
警
視
庁
警
部

■
瑞
宝
単
光
章

▽
朝
倉　

茂（
天
神
町
２
の
11
）／

元
警
視
庁
警
部

▽
石
澤
善
三
郎（
晴
見
町
３
の
12
）

／
元
警
視
庁
警
部
補

▽
大
髙
由
太
郎（
緑
町
２
の
29
）／

元
法
務
事
務
官

▽
大
塚
正
道（
住
吉
町
５
の
15
）／

元
警
視
庁
警
部
補

▽
小
野
武
夫（
本
宿
町
４
の
20
）／

元
警
視
庁
警
部

▽
栗
山
茂
樹（
押
立
町
４
の
14
）／

元
警
視
庁
警
部

▽
多
賀
信
夫（
緑
町
２
の
26
）／
元

警
視
庁
警
部
補

▽
二
宮
德
郎（
北
山
町
２
の
26
）／

元
警
視
庁
警
部

▽
福
島
義
雄（
美
好
町
１
の
11
）／

元
法
務
事
務
官

▽
古
山
昭
治（
紅
葉
丘
１
の
７
）／

元
警
視
庁
警
部
補

▽
宮
田　

博（
武
蔵
台
２
の
16
）／

元
警
視
庁
警
部

▽
茂
木　

忠（
栄
町
３
の
28
）／
元

法
務
事
務
官

▽
山
本
昭
吾（
多
磨
町
１
の
11
）／

元
法
務
事
務
官

▽
渡
邉
輝
久（
幸
町
１
の
13
）／
元

警
視
庁
警
部
補

▽
日
時 

12
月
12
日（
日
）午
後
１

時
半
〜
４
時

▽
会
場 

府
中
駅
北
第
２
庁
舎
３

階
会
議
室

▽
定
員 

先
着
１
０
０
人

▽
内
容 

市
内
の
企
業
か
ら
環
境

保
全
活
動
の
報
告
を
受
け
、よ
り

市
制
施
行
50
周
年
記
念

市
民
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
市
か
ら
救
援
物
資
が
被
災
地

へ
　

市
で
は
、10
月
25
日
、新
潟
県

中
越
地
震
で
被
災
し
た
長
岡
市

へ
非
常
食
１
万
食
の
ほ
か
、紙
お

む
つ
、防
水
シ
ー
ト
な
ど
の
救
援

物
資
を
市
職
員
が
届
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、早
期
の
段

階
で
道
路
交
通
規
制
が
敷
か
れ

た
た
め
、緊
急
車
両
や
救
援
物
資

を
運
ぶ
車
両
が
迅
速
に
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。市
内
で

も
大
地
震
発
生
時
に
は
国
道
20

号（
甲
州
街
道
）、府
中
街
道
、鎌

倉
街
道
、小
金
井
街
道
、東
八
道

路
が
規
制
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、現
在

も
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。被
災
さ
れ
た

方
々
に
、謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し

あ
げ
ま
す
。ま
た
、亡
く
な
ら
れ

た
方
に
は
、心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
。

■
長
岡
市
復
興
へ
向
け
市
職
員

を
派
遣

　

10
月
30
日
、長
岡
市

に
応
援
職
員
を
派
遣

す
る
に
あ
た
り
、現
地

の
状
況
を
調
査
す
る

た
め
先
遣
隊
を
派
遣

し
ま
し
た
。そ
の
結

果
、長
岡
市
か
ら
の
要

望
で
避
難
所
で
の
被

災
者
の
健
康
管
理
を

行
う
保
健
師
２
人
、避

難
所
の
支
援
と
物
資

配
給
に
10
人
の
計
12

人
が
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
や
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
な
ど
要
望
の
あ
っ

た
救
援
物
資
を
積
ん

だ
ト
ラ
ッ
ク
と
と
も

に
、11
月
４
日
に
第
１

陣
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。ま

た
、こ
の
後
も
、第
２
陣
、第
３

陣
と
続
き
、そ
の
ほ
か
建
物
危

険
度
判
定
員
を
含
め
、13
日
ま

で
に
延
べ
27
人
が
被
災
地
の
支

援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

■
大
地
震
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
、阪

神・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、ま

も
な
く
10
年
が
た
と
う
と
し
て

い
ま
す
。防
災
訓
練
や
防
災
対
策

の
啓
発
に
努
め
て
い
た
矢
先
に

今
回
の
大
地
震
は
起
こ
り
ま
し

た
。

　

地
震
に
伴
う
け
が
の
約
七
割

は
家
具
の
転
倒
で
す
。家
具
の
転

倒
防
止
は
、け
が
を
防
止
す
る
だ

け
で
な
く
、避
難
路
を
ふ
さ
ぐ
の

を
防
ぎ
ま
す
。ま
た
、火
元
に
物

が
落
ち
な
け
れ
ば
火
災
も
防
げ

ま
す
。◇　

　

◇　
　

◇

　

問
合
せ
は
、防
災
課
災
害
対
策

係（
３
３
５
・４
０
９
８
）へ
。

新
潟
県
中
越
地
震
に
つ
い
て

新
潟
県
中
越
地
震
に
つ
い
て

s   

災
害
復
興
支
援
に
出
発
す
る
市
職
員

■市制施行50周年記念誌の販売 
▽販売場所　市役所１階市民相談室、市政
情報セン

ター

▽価格　1000円
■市制施行50周年記念映画の貸出し
▽貸出場所　中央図書館、生涯学習セン

ター図書
館
▽規格　ＶＨＳテープ、ＤＶＤ／いずれも

25分
※ＤＶＤの貸出しは中央図書館のみです。

◇　　　◇　　　◇
▽問合せ　広報課広報担当（３３５・４０１
９）

市制施行50周年記念誌の販売と
記念映画の貸出し　　　　　

良
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
意
見

交
換
会

▽
講
師
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

藤
森
敬
三
氏（
藤
森
環
境
経
営
研

究
所
代
表
）

▽
パ
ネ
ラ
ー

○
向
達
壮
吉
氏（
日
本
電
気
府
中

環
境
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー

環
境
エ
キ
ス

パ
ー
ト
）、水
口
大
三
氏（
東
芝
府

中
事
業
所
環
境
保
全
担
当
グ
ル
ー

プ
長
）、柴
崎
重
男
氏（
サ
ン
ト

リ
ー
武
蔵
野
ビ
ー
ル
工
場
事
務

長
）、大
草
郁
子
氏（
環
境
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）ほ
か

▽
申
込
み 

11
月
30
日（
火
）ま
で

に
、電
話
、ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
６

１・０
０
７
８
）で
、環
境
保
全
課
へ

▽
問
合
せ 

環
境
保
全
課
公
害
係

（
３
３
５
・
４
１
９
６
）

市
制
施
行
50
周
年
記
念

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

「
尺
八
と
琴
の
調
べ
」

　

市
議
会
で
は
、市
制
施
行
50
周

年
を
記
念
し
て
、議
場
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時 

12
月
８
日（
水
）午
前
９

時
20
分
〜
９
時
50
分

▽
場
所 

市
役
所
２
階
市
議
会
議

場▽
定
員 

先
着
１
０
０
人（
た
だ

し
、席
は
70
席
）

※
当
日
午
前
９
時
か
ら
議
会
事
務

局
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

▽
出
演 

設
楽
瞬
山（
尺
八
）、早

川
智
子（
琴
）

▽
曲
目 

「
春
の
海
」、「
冬
の
ソ
ナ

タ
」よ
り
ほ
か

▽
問
合
せ 

議
会
事
務
局
庶
務
課

庶
務
係（
３
３
５
・
４
５
０
５
）

　

こ
の
た
び
、元
府
中
市
議
会
議

員
の
故
松
村
伊
輔
氏（
９
月
18
日

逝
去
）が
、生
前
の
功
績
に
よ
り
正

六
位
に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。

元
府
中
市
議
会
議
員

故
松
村
伊
輔
氏
に

叙
位

　

ち
ゅ
う
バ
ス
の
運
行
が
始
ま
っ

て
か
ら
、12
月
１
日（
水
）で
１
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

運
行
当
初
の
利
用
者
数
は
、１

日
平
均
１
９
０
０
人
ほ
ど
で
し

た
が
、市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
方
に
、ご
利

用
い
た
だ
き
、10
月

に
は
利
用
者
が
１
日

平
均
３
３
０
０
人
を

超
え
、11
月
15
日
に

延
べ
利
用
者
数
１
０

０
万
人
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、１
周
年
を

記
念
し
て
、パ
ネ
ル

展
示
会
と
ち
ゅ
う
バ

ス
の
チ
ョ
ロ
Ｑ
の
販
売
を
行
い
ま

す
。

　

今
後
も
、多
く
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、安
全
で
便
利

な
運
行
に
努
め
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、計
画
課（
３
３
５
・

４
４
１
２
）へ
。

■
パ
ネ
ル
展
示
会

▽
日
時 

12
月
１
日（
水
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時

▽
場
所 

ち
ゅ
う
バ
ス
府
中
駅
乗

降
場
前

▽
内
容 

ち
ゅ
う
バ
ス
の
写
真
や

利
用
状
況
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示

▽
問
合
せ 

計
画
課（
３
３
５
・
４

４
１
２
）

■
ち
ゅ
う
バ
ス
・
チ
ョ
ロ
Ｑ
の
販
売

▽
日
時
・
場
所

○
11
月
26
日（
金
）午
前
10
時　

京

王
電
鉄
バ
ス
府
中
営
業
所（
晴
見

町
２
の
22
）

○
12
月
１
日（
水
）午
前
８
時
〜
午

後
７
時　

府
中
駅
構
内

▽
価
格 

７
０
０
円

※
販
売
は
売
り
切
れ
次
第
終
了
し

ま
す
。な
お
、通
信
販
売
は
行
い
ま

せ
ん
。

▽
問
合
せ 

京
王
電
鉄
バ
ス
府
中

営
業
所（
３
６
１
・
２
１
２
１
）

▲ちゅうバスのチョロＱ

利
用
者
１
０
０
万
人
達
成
を
記
念
し
て

ち
ゅ
う
バ
ス
の
パ
ネ
ル
展
示
会
と

チ
ョ
ロ
Ｑ
の
販
売

s   

１
０
０
万
人
目
の
利
用
者
は
十
小
５
年
生
の

長
谷
部　

瞳
さ
ん（
写
真
左
・
紅
葉
丘
在
住
）

t   

市
制
施
行
50
周
年
記
念
誌「
時
の
ま

な
ざ
し
」

　市では、市制施行50周年を記念して、府中市の50
年の歴史を振り返り、市の現況、まち並み、生活、文
化、産業、自然などを美しい写真でつづった記念誌
「時のまなざし」を販売します。また、記念映画を貸し
出します。
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ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
整
備

基
本
計
画
案
に
つ
い
て

　

市
で
は
、水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
、市
民
健
康
セ
ン

タ
ー
と
そ
の
周
辺
一
帯
を
見
直
し
整
備
す
る
た
め
、市
民
参
加
の
検
討

協
議
会
で
基
本
計
画
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
た
び
、そ
の

計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
案
は
、市
役
所
６
階
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・
３
階
市
政

情
報
公
開
室
、各
文
化
セ
ン
タ
ー
、市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、ス
ク
エ
ア
21
・
女
性
セ
ン
タ
ー
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

//w
w
w
.city.fuchu.tokyo.jp/

）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
緑
化
推
進
係（
３
３
５
・
４
３

１
３
）へ
。

　

11
月
１
日
に
改
正
道
路
交
通
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。主
な
改
正

点
は
次
の
と
お
り
で
す

　

問
合
せ
は
、地
域
安
全
対
策
課

安
全
係（
３
３
５
・
４
１
４
７
）、ま

た
は
府
中
警
察
署（
３
６
０
・
０
１

１
０
）へ
。

■
携
帯
電
話
な
ど
の
使
用
に
つ
い

て
の
罰
則
の
見
直
し

　

自
動
車（
自
動
二
輪
車
を
含
む
）

や
原
動
機
付
自
転
車
の
走
行
中

に
、携
帯
電
話
な
ど
で
通
話
し
た

り
、メ
ー
ル
の
送
信
な
ど
の
た
め

に
画
像
を
注
視
し
た
者
は
、５
万

円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
し
た
。

■
飲
酒
運
転
対
策

　

飲
酒
検
知
拒
否
の
罰
金
が
現
行

５
万
円
以
下
の
罰
金
か
ら
30
万
円

以
下
の
罰
金
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

■
暴
走
族
対
策

　

集
団
暴
走
行
為
に
つ
い
て
は
、

迷
惑
や
危
険
に
遭
っ
た
方
が
い
な

い
場
合
で
も
検
挙
さ
れ
、罰
則
の

対
象
と
な
り
、２
年
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
と
な

　ＮＰＯ・ボランティアまつりは、ＮＰＯ・ボランティア団体、事業者など市
民や様々な団体が市と協働して開催するイベントです。
　子供から大人まで楽しめ、新たな発見ができる様々な企画で、皆さんをお
待ちしています。
　問合せは、市民交流事業推進担当（３３５・４０３５）へ。

▽日時　11月27日（土）午前11時～
午後４時／小雨実施
▽会場・内容
○府中グリーンプラザ５階…キャン
プ体験、科学体験、おもちゃの病院、
クラフト、サッカー・ラグビー体験な
ど子供も楽しめる催し
○府中グリーンプラザ６階…福祉体
験、囲碁入門講座、ゴミダイエット、

国際協力、育児相談、住まいの相談、
活動する団体や小･中学生のボラン
ティア活動などの紹介
○府中駅北口広場…企業などの社会
貢献活動PRブースや模擬店、スタン
プラリー、チャリティーバザー、ゲー
ム大会、パフォーマンスなど
○府中グリーンプラザ１階（ＮＰＯ
ボランティア活動セン

ター）…府中ものし
りクイズ・団塊世代応援コーナーほ
か

お
知
ら
せ
し
ま
す

道
路
交
通
法
の
改
正

t   

様
々
な
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
ま
す

▲  キャンプ体験などＮＰＯ・ボ
ランティア団体の活動が体感
できるコーナー

基
本
計
画
案
の
概
要

■
整
備
の
目
的

　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
周

辺
一
帯
を
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拠
点
と
し
て
、観
光
の
視
点

を
主
軸
に
見
直
し
整
備
す
る
た
め

の
基
本
計
画
と
し
ま
す
。

■
対
象
区
域
内
の
見
直
し

　

対
象
区
域
内
の
施
設
は
、老
朽

化
へ
の
対
応
や
新
し
い
市
民
要
望

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、都
立
青
年
の
家
跡
地
の

市
へ
の
返
還
な
ど
か
ら
状
況
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
こ
と
に
よ
り
、こ
の
区
域
を
一

層
魅
力
あ
る
も
の
と
し
、市
内
外

か
ら
よ
り
多
く
の
集
客
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
、区
域
を
４
つ
の
ゾ
ー

ン（
森
の
公
園
、ス
ポ
ー
ツ
、多
摩

川
体
験
、緑
道
・
遊
歩
道
）に
区
分

し
、７
つ
の
視
点（
観
光
、環
境
・
防

災
、教
育
・
学
習
、景
観
、郷
土
、交

り
ま
し
た
。

■
騒
音
運
転
な
ど

　

騒
音
運
転
な
ど
に
対
す
る
罰
則

（
５
万
円
以
下
の
罰
金
）が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、消
音
器
不
備
車

を
運
転
し
た
者
の
罰
則
が
現
行
２

万
円
以
下
の
罰
金
、ま
た
は
科
料

か
ら
５
万
円
以
下
の
罰
金
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄　

付
（
敬
称
略
）

■
福
祉
基
金
へ　

▽
松
本
久
榮　

三
万
円

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
府
中

社
交
飲
食
業
組
合　

十
万
三
千
円

▽
土
浜
武
明　

一
万
八
四
三
五
円

▽
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ　

一
万
円
▽

東
芝
府
中
事
業
所　

一
万
円
▽
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン　

一
万
円
▽
日

東
ハ
イ
ウ
ェ
イ
興
業　

一
万
円
▽

谷
田
部
末
子　

一
万
円
▽
府
中
市

ゴ
ル
フ
連
盟　

三
万
八
千
円
▽
多

摩
川
競
艇
場　

三
万
一
二
三
二
円

▽
矢
崎
歯
科
医
院
と
患
者
さ
ん
一

同　

一
万
四
一
二
五
円
▽
銀
河
カ

ラ
オ
ケ
会　

一
万
一
一
四
五
円
▽

府
中
市
歌
謡
連
盟　

六
万
二
五
二

六
円
▽
日
本
電
気　

一
万
円
▽
岡

田
ふ
と
ん
店　

一
万
円
▽
武
州
交

通
興
業　

一
万
円
▽
増
田
生
花
店

　

一
万
円
▽
府
中
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

五
万
円
▽
総
合
ケ
ア
セ
ン

タ
ー　

一
万

円
▽
京
王
設
備
サ
ー
ビ
ス　

一
万

円
▽
セ
キ
グ
チ　

一
万
円
▽
大
成

温
調　

二
万
円
▽
熊
澤
弥
兵
衛　

十
万
円
▽
都
立
府
中
西
高
校
Ｐ
Ｔ

Ａ　

一
万
円
▽
多
摩
川
競
艇
運
営

協
議
会　

五
万
円
▽
琴
伝
流
大
正

琴「
琴
香
会
」　

三
万
円
▽
白
陶
会

　

一
万
円
▽
伊
藤
工
務
店　

一
万

円
▽
多
磨
町
子
ど
も
会
育
成
会　

一
万
一
九
九
六
円
▽
秋
上
つ
る
子

　

一
万
円
▽
大
久
保
は
る
み　

一

万
円
▽
弓
削
田
惠
美
子　

一
万
円

▽
石
坂
良
一　

一
万
円
▽
府
中
市

歯
科
医
師
会　

一
万
円
▽
吉
野
政

男　

一
万
円
▽
多
摩
同
胞
会　

一

万
円
▽
井
藤
篤
子　

一
万
円
▽
桑

田　

昇　

一
万
円
▽
高
安
寺
保
育

園　

一
万
円
▽
矢
崎
平
八
郎　

一

万
円
▽
府
中
市
民
友
会　

一
万
八

九
〇
円

■
緑
化
基
金
へ　

▽
サ
ン
ト
リ
ー

　

二
十
一
万
六
千
円

　

請
願
、陳
情
、傍
聴
な
ど
に
つ
い
て
は
、議
会
事
務
局
議
事
課

（
３
３
５
・
４
５
０
７
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
４
回
府
中
市
議
会
定
例
会

第
４
回
府
中
市
議
会
定
例
会

招
集
日
は

招
集
日
は
1212
月
６
日（
月
）で
す
。

月
６
日（
月
）で
す
。

第
４
回
府
中
市
議
会
定
例
会

招
集
日
は
12
月
６
日（
月
）で
す
。

　

市
の
観
光
風
物
詩
と
な
っ
て
い

る
け
や
き
並
木
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
、今
年
は
地
元
企
業
や
市
民
、

各
種
団
体
な
ど
が
製
作
し
た
電
飾

を
飾
り
ま
す
。市
民
ブ
ー
ス
へ
の

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

け
や
き
並
木

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時 

12
月
17
日（
金
）か
ら
26

日（
日
）　

日
没
か
ら
午
後
11
時

▽
場
所 

け
や
き
並
木
周
辺（
伊

勢
丹
・
フ
ォ
ー
リ
ス
前
）

▽
ス
ペ
ー
ス 

１
区
画
４
平
方
メ
ー

ト
ル

（
２
メ
ー

ト
ル

×
２
メ
ー

ト
ル

）

▽
設
置
数 

10
区
画
の
う
ち
市
民

参
加
分
は
３
区
画

▽
費
用　

電
飾
物
製
作
、設
置
、設

置
期
間
中
の
管
理
、撤
収
に
必
要

な
費
用
は
自
己
負
担（
た
だ
し
、電

源
の
確
保
、電
気
代
は
府
中
市
観

光
協
会
が
負
担
）

▽
申
込
み 

11
月
29
日（
月
）ま
で

に
、決
め
ら
れ
た
用
紙（
市
役
所
４

階
府
中
市
観
光
協
会
事
務
局
に
用

意
）で
同
事
務
局
へ
／
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
せ
ん

▽
問
合
せ 

府
中
市
観
光
協
会
事

務
局（
３
３
５
・
４
１
４
２
＝
産
業

経
済
課
内
）

　

11
月
21
日（
日
）か
ら
30
日（
火
）

に
、交
通
事
故
と
渋
滞
の
な
い
東

京
を
目
指
し
、Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

す
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、二
輪
車

11
月
21
日（
日
）か
ら
30
日（
火
）は

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

通
・
安
全
、健
康
）

か
ら
見
直
し
、整

備
方
針
を
示
し
ま

す
。

　

見
直
し
・
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、

環
境
へ
の
配
慮
、

経
済
性
、ほ
か
の

計
画
と
の
整
合
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
な
ど
に
配

慮
し
て
、検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

■
今
後
に
つ
い
て

　

市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集

し
、検
討
協
議
会
が
計
画
案
を
再

検
討
し
た
後
、市
長
に
提
出
し
ま

す
。そ
の
後
、市
は
行
政
計
画
と
し

て
庁
内
で
調
整
を
行
い
、水
と
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
整
備
計
画

を
平
成
17
年
３
月
に
策
定
す
る
予

定
で
す
。

　

平
成
17
年
度
以
降
、市
は
基
本

計
画
を
受
け
た
実
施
計
画
を
検
討

し
、実
施
計
画
に
基
づ
く
拠
点
整

備
を
行
う
予
定
で
す
。

意
見
の
募
集

　

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
、皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み 

12
月
３
日（
金
）ま
で

に
、意
見
を
記
入
し
て
〒
183
│
8703

環
境
安
全
部
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
へ
／
電
話
、ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
３
６
６
・７
７
５
２
）、電
子
メ
ー

ル（kouen01@
city.fuchu.tok

yo.jp

）可

の
交
通
事
故
防
止
、高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
、違
法
駐
車
対
策
の

３
つ
を
重
点
項
目
と
し
て
、交
通

事
故
防
止
運
動
を
行
い
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、地
域
安
全
対
策
課

安
全
係（
３
３
５
・
４
１
４
７
）、ま

た
は
府
中
警
察
署
交
通
課（
３
６

０
・
０
１
１
０
）へ
。

t   

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
整
備
で
よ
り
一

層
魅
力
あ
る
ま
ち
に
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市民ボランティア調査員募集

▽調査日 12月25日（土）、平成17年１
月３日（月）午前９時（全２回）
▽定員 40人
▽内容 自宅でできる簡単な調査キッ
トを使用して大気汚染の原因となる二
酸化窒素の簡易測定を実施
※12月11日（土）午前10時半から、教育
センターで説明会と酸性雨自動測定機
の見学を行います。
▽申込み 電話、またはＦＡＸ（３６
１・００７８）で環境保全課へ
▽問合せ 環境保全課公害係（３３５・
４１９６）

シンポジウム「まちづくり・
ひとづくり・地域の力」

■「発見！！若者のムチュー度！！」
▽日時 11月27日（土）午後零時半～３
時
▽内容 府中の若者たちが今、夢中に
なっていること（ダンス・演奏など）を
ステージ上で発表
■「府中の底力みせまShow」
▽日時 11月27日（土）午後３時～５時
▽内容
○基調講演「まちづくり･ひとづくり･地
域の力～ＮＰＯのもつ可能性」…朝岡幸
彦氏（東京農工大学・大学院助教授）
○市内活動団体報告会
○シンポジウム「まちづくり･ひとづく
り･地域の力」…朝岡幸彦氏（東京農工大
学・大学院助教授）、原　昭夫氏（市政
ディレクター）、活動団体代表による公
開討論

◇　　　◇　　　◇

▽会場 府中グリーンプラザ
▽入場 自由（無料）
▽問合せ 市民交流事業推進担当
（３３５・４０３５）

ごみ減量対策・省エネルギー
推進ポスターコンクール作品展示会
▽日程 12月８日（水）から14日（火）
▽会場 市役所１階市民談話室
▽内容 市内小・中学生が作成した、
ごみ減量・リサイクル・省エネルギー
をテーマにしたポスターの展示
▽問合せ リサイクル課資源活用係
（３３５・４４３７）

講演会「知っておきたい児童虐待防止の
はなし～私たちにできること　乳歯は
抜けかわるけど命は生えかわらない」

▽日時 12月２日（木）午後２時～４
時半
▽会場 府中グリーンプラザ
▽対象 市民、教育・医療関係者
▽定員 先着150人
▽費用 無料
▽講師 安藤由紀氏（PEACE暴力防
止トレーニングセン

ター代表）
▽申込み 当日直接会場へ
▽問合せ 保健給食課管理係（３３
５・４４３５）、または府中市歯科医
師会（３６４・６４０４）

ＰＴＡ家庭教育学級

■揺れうごく子ども達の心～今、親
としてできることとは
▽日時 12月１日（水）午前９時半～
11時半
▽会場 小柳小
▽講師 庭野静子氏（心理カウンセ
ラー）
▽主催 小柳小ＰＴＡ
■和太鼓を体験しよう～見て・ふれ

て・たたいて
▽日時 12月４日（土）午前９時半～
正午
▽会場 白糸台小
▽講師 鈴木勝雄氏（調布狛江合唱
団団長）
▽主催 白糸台小ＰＴＡ
■「人間って素晴らしい」あどＲＵＮ
太スマイルコンサート
▽日時 12月８日（水）午後６時～８
時
▽会場 ルミエール府中
▽講師 あどＲＵＮ太氏（シンガー
ソングライター）
▽定員 先着1000人　
▽主催 市立小中学校ＰＴＡ連合会
■朗読セラピー「物語と音楽で広が
るリラクゼーションの世界」
▽日時 12月18日（土）午後１時～３
時
▽会場 八中
▽講師 長谷川直子氏（朗読セラ
ピー）
▽主催 八中ＰＴＡ

◇　　　◇　　　◇
▽入場 自由（無料）
※上履きをお持ちください。
▽問合せ 生涯学習課企画振興係
（３３５・４４６４）

消費生活講座　「環境にやさし
い国スウェーデンの消費生活
～日本の消費生活との違い」

▽日時 12月11日（土）午後１時半～
３時半
▽会場 府中グリーンプラザ
▽定員 先着150人
▽費用 無料
▽講師 レーナ・リンダル氏（環境
ジャーナリスト）
▽主催 北多摩南部地区消費者行政
協議会
▽申込み・問合せ　産業経済課消費
生活係（３３５・４１２４）へ

ご加入ください
中小企業勤労者サービス公社
　中小企業勤労者サービス公社は、

市内の中小企業に勤務する勤労者の
総合的な福祉事業を支援する団体で
す。
▽加入できる方　従業員が300人以下
の事業所に勤務する従業員と事業主
※事業所単位の団体加入が原則です。
▽会費 入会金１人300円、会費１人月
額350円で全額事業主の負担
※会費は損金控除の対象になります。
▽主な事業
○給付事業…結婚･出産･入学祝金、入
院見舞金、弔慰金など
○生活資金融資あっせん事業…教育・
医療など一時的に資金が必要な会員に
低金利で、最高50万円まで金融機関に
あっせん
○福利厚生事業…全国宿泊施設の宿泊
費・人間ドック・観劇料などの補助、
ディズニーランドなど契約協定施設の
割引及び補助やバスツアー、スポーツ
大会などの開催
○情報提供事業…会報「ひばり」の発
行、健康や老後の生活安定などの情報
提供
※中小企業勤労者サービス公社ホーム
ページ（http://www.hibarin.jp）でもお
知らせしています。
▽申込み 中央文化セン

ター５階中小企業勤
労者サービス公社へ
▽問合せ 中小企業勤労者サービス公
社（３６１・１１８８）

納税のお知らせ

▽種別 国民健康保険税第４期分
▽納期限及び口座引落日　11月30日
（火）
※口座引落しを利用する方は、預金の
残高をご確認ください。
▽問合せ 納税課管理係（３３５・４４
４８）

学校給食費の
臨時納付窓口を開設

▽日時 12月４日（土）・５日（日）午前
10時～午後３時
▽場所 市役所８階保健給食課
▽内容 平成16年度及び15年度以前
の学校給食費の納付
▽問合せ 保健給食課管理係（３３５・
４４３６）

　

毎
年
、１
月
末
か
ら
３
月
中
旬
ま
で
市
庁
舎

と
ブ
ル
ク
劇
場
に
挟
ま
れ
た
広
場
に
は
、ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
や
カ
ー
リ
ン
グ
が
楽
し
め
る
ア
イ

ス
リ
ン
ク「
氷
の
夢
」が
登
場
し
ま
す
。40
メ
ー
ト
ル

×

50
メ
ー
ト
ル

の
大
き
さ
の
ア
イ
ス
リ
ン
ク
で
は
、音
楽

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
り
、リ
ン
ク
を
囲
ん

で
珍
し
い
屋
台
が
集
ま
り
、ウ
ィ
ー
ン
の
子
供

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
、特
別
な
冬
の
エ
ル

ド
ラ
ド（
黄
金
郷
）に
な
り
ま
す
。

　

ア
イ
ス
リ
ン
ク
に
は
、舞
台
が
真
ん
中
に
設

置
さ
れ
、そ
の
ほ
か
に
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
、カ
ー
リ
ン
グ
の
レ
ー
ン
、観
衆
の
見
学
テ

ラ
ス
、世
界
各
国
の
屋
台
が
、様
々
な
照
明
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。こ
の
ア
イ
ス
リ
ン
ク

は
、８
年
前
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
最
大
の
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
フ
ァ
ン
、カ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
を
魅

了
し
て
き
ま
し
た
。小
学
生
以
下
の
子
供
た
ち

に
無
料
で
開
放
さ
れ
て
い
る
こ
の
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
に
は
、朝
９
時
の
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
多

く
の
子
供
た
ち
が
訪
れ
、ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
や

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
ま
す
。そ
の
ほ

か
に
も
雪
の
遊
び
場
、小
遊
園
地
、カ
ラ
オ
ケ

シ
ョ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、子
供
の

面
倒
を
見
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
る
の
で
、親
た
ち

は
束
の
間
の
自
由
な
時
間
を
楽
し
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

カ
ー
リ
ン
グ
も
こ
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で

は
、す
っ
か
り
お
な
じ
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。プ

ロ
の
指
導
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
最
後
に
行

わ
れ
る
試
合
は
、市
庁
舎
前
広
場
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
最
高
潮
に
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

夕
闇
の
訪
れ
と
と
も
に
、有
名
な
芸
術
家
、音

楽
家
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
タ
ー
た
ち
に
よ
る

シ
ョ
ー
と
光
の
演
出
が
始
ま
り
、
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
中
で
午
後
11
時
ま
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。ま
た
、氷
の
上
で

の
楽
し
み
だ
け
で
な
く
、世
界
各
地
の
料
理
が
、

こ
こ
を
訪
れ
る
人
た
ち
の
お
腹
を
満
た
し
て
く

れ
ま
す
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
代
表
的
な
パ
ン
、ヘ

ル
ト
・
ト
ゥ
ン
ブ
リ
ュ
ー
ト
や
イ
タ
リ
ア
料
理

の
カ
ル
ツ
ォ
ネ
ッ
テ
ィ
、ベ
ー
ク
ド
ポ
テ
ト
、綿

菓
子
や
巨
大
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
が
、ガ
ラ
ス

張
り
の
屋
台
で
楽
し
め
ま
す
。『
チ
ル･

ア
ウ
ト
』

（
最
近
の
流
行
語
で
、催
し
物
に
出
か
け
た
後
、

そ
の
余
韻
を
も
う
少
し
楽
し
み
た
い
人
が
一
杯

飲
み
に
ど
こ
か
へ
寄
る
こ
と
）や
、バ
ー
の
雰
囲

気
を
味
わ
い
た
い
人
、ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
の
前

後
に
ち
ょ
っ
と
休
憩
を
し
た
い
人
た
ち
に
は
、

テ
ン
ト
の
中
に
座
り
心
地
の
よ
い
革
張
り
の
ソ

フ
ァ
ー
が
用
意
さ
れ
、ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぎ
、

様
々
な
カ
ク
テ
ル
、前
菜
な
ど
を
楽
し
む
事
が

で
き
る
の
で
す
。

　

45
日
間
に
渡
る
、こ
の「
氷
の
夢
」は
１
日
に

最
高
６
万
人
の
人
々
を
夢
の
中
へ
と
い
ざ
な
い

ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

問
合
せ
は
、市
民
交
流
事
業
推
進
担
当（
３
３

５
・
４
１
３
１
）へ
。

友
好
都
市
ウ
ィ
ー
ン
市
ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
だ
よ
り

友
好
都
市
ウ
ィ
ー
ン
市
ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
だ
よ
り

ウ
ィ
ー
ン
の
氷
の
夢

ウ
ィ
ー
ン
の
氷
の
夢

ウ
ィ
ー
ン
の
氷
の
夢

友
好
都
市
ウ
ィ
ー
ン
市
ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
だ
よ
り

ト
ー
マ
ス
・
ラ
ー
マ
ー
さ
ん
か
ら
の
手
紙

ト
ー
マ
ス
・
ラ
ー
マ
ー
さ
ん
か
ら
の
手
紙 

︵
ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
成
人
学
校
講
師

ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
成
人
学
校
講
師
︶

ト
ー
マ
ス
・
ラ
イ
マ
ー
さ
ん
か
ら
の
手
紙 

︵
ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
成
人
学
校
講
師
︶▲ 光に包まれる市庁舎前

のアイスリンク

▲ 夜空の下でアイススケートを楽しむ人々



平成16年（2004年）11月21日 I N F O R M A T I O N ～講座・催しなどの情報 6

12月の子育てひろば
ポップコーン

▽開催日・会場・対象年齢　下の表のと
おり
▽時間 各開催日の午前10時～正午／
園庭開放は午前９時半～11時
▽費用 無料
▽問合せ 子育て支援課推進係（３３
５・４１９２）

ご利用ください
臨時納付窓口

▽日時 11月28日（日）午前９時～午後
５時
▽場所 市政情報セン

ター

▽内容 市税、国民健康保険税、介護保

　11月３日、国立競技場で行われ
たＪリーグヤマザキナビスコ
カップ決勝戦で、ＦＣ東京が浦和
レッドダイヤモンズを破り、初優
勝しました。
　ＦＣ東京は前半29分、
ＤＦがファールで退場と
なり選手10人という不利
な状況で戦わざるをえな
くなりましたが、試合は、
終始白熱した互角の戦い
を繰り広げました。堅い
守備から攻撃のチャンス
を狙う粘り強くあきらめ
ないサッカーで、延長戦

を含め激闘の120分を０対０で戦い
きり、ＰＫ戦を４対２で制し優勝し
ました。チーム一丸となって勝ち
取った初のタイトルです。

険料、保育料の納付
▽問合せ 納税課管理係（３３５・４
４４８）、介護保険課管理係（３３５・
４０３１）、保育課管理係（３３５・４
１７２）、当日は市政情報セン

ター（３３６・
１８１８）

雨天でも回収しています
水曜日の資源回収

　水曜日の資源回収は、雨天でも古
布を除き回収しています。
　資源は、次のことに注意して出し
てください。
　問合せは、清掃課管理係（３３５・
４４００）へ。
■新聞・雑誌・ダンボール
　ひもで十字に縛って出してくださ
い。
■雑紙（広告、はがき、包装紙、ティッ
シュの箱など）
　雑誌の間にはさんで出してくださ
い。多量の場合は紙袋に入れて、その
紙袋を必ずひもで十字に縛って出し
てください。
■古布（衣類、タオル、カーテン、シー
ツなど）
　透明なビニール袋に入れてひもで
十字に縛り、中身を表示してくださ
い。布団、毛布、マットレスは粗大ご
みとして出してください。古布は、雨
天時の回収はしません。
■びん・缶
　ふたをはずし、中身をすすぎ、横に
寝かせて出してください。缶はつぶ
さずに出してください。
■スプレー缶
　スプレー缶は資源の缶ケースに出
さないでください。使い切ったうえ
で、穴をあけてオレンジのダスト
ボックスに出してください。

平成17年１月１日（祝）から開場
市民健康センター庭球場

　市民健康センター庭球場は、平成
17年１月１日（祝）から貸し出しを行
います。

　申込みは、12月１日（水）から市内
各施設のキャプテンから行ってくだ
さい。
　問合せは、市民健康センター（３６
３・８１１１）へ。

市の施設　12月の休館日

■文化センター
○白糸台・西府・新町・是政文化セン

ター　
６日（月）
○押立・四谷・片町文化セン

ター　20 日
（月）
▽問合せ 文化コミュニティ課管理
係（３３５・４１３７）
■体育館
○総合体育館　６日（月）・14日（火）・
20日（月）
○押立・栄町・四谷体育館　13日
（月）・14日（火）
○白糸台・本宿体育館　17日（金）・20
日（月）
▽問合せ 総合体育館（３６３・８１
１１）、各地域体育館は体育課施設係
（３３５・４４８８）

ラリーテニスと
ニュースポーツのつどい

▽日時 11月28日（日）午前９時～午
後３時
▽会場 押立体育館
▽対象 押立体育館周辺にお住まい
の方
▽定員 先着200人
▽費用 無料
▽内容 ラリーテニス、カローリン
グ、グラウンドゴルフ、トランポリン
ほか
▽申込み 当日直接会場へ
▽問合せ 押立体育館（３６７・０７
５０）

ジュニア卓球大会参加者募集

▽日時 平成17年１月22日（土）午

10月の市内の交通事故と犯罪発生件数                    府中警察署速報値

　運転中の携帯電話の使用は、集中力が低下し、前方不注意など危険な状
況に陥りやすくなるため、禁止されています。走行中は電源を切るかドラ
イブモードにしましょう。使用の際は安全な場所に車を停止させましょう。
　犯罪発生は、乗り物（自動車・オートバイ・自転車）盗が多発しています。
かぎは、必ずかけましょう。また、車上狙いが急増しています。車は必ずか
ぎをかけ車内には貴重品を置かないようにしましょう。
　問合せは、地域安全対策課安全係（３３５・４１４７）へ。

（　）は前年比

交通事故
（単位　件）

発生件数 歩行者 自転車 二輪車 四輪車

125（２減） 14（増減なし） 59（４増） 24（３減） 143（５減）

犯罪発生
（単位　件）

全刑法犯 空き巣狙い 乗り物盗 車上狙い ひったくり

369（３減） 18（11減） 131（６増） 37（５増） ０（２減）

※交通事故は事故１件に対し、複数の当事者の計上となっています。

前９時
▽会場 総合体育館
▽対象 市民、市内在学の小学生と中
学１年生
▽種別・チーム編成　小・中学生個人
戦、小学生団体戦（３シングルス）…選
手５人（男女混合も可／補欠２人を含
む）と監督１人
▽費用 無料
▽申込み 12月22日（水）までに、決め
られた用紙（市役所８階体育課に用意）
で体育課へ／電話での申込み不可
▽問合せ 体育課振興係（３３５・４４
９９）

ジュニアバスケットボール
大会参加チーム募集

▽日時 平成17年１月30日から２月
20日の土・日曜日、祝日
▽会場 総合体育館、市内小学校体育
館
▽対象 平成16年度スポーツ安全保
険に加入し、市内で活動している男子・
女子のチーム
▽種別 １部…小学６年生、２部…小
学５年生、３部…小学４年生
※対象学年より下の学年の選手を含ん
だチーム編成でも申し込めます。
▽費用 無料
▽申込み 12月10日（金）までに、決め
られた用紙（市役所８階体育課に用意）
で体育課へ
▽問合せ 体育課振興係（３３５・４４
９９）

■補助金検討協議会
　11月24日（水）午後２時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方（先着10
人）は当日直接会場へ／問合せは財政
課（３３５・４０２５）へ
■生涯学習審議会
　11月29日（月）午後２時　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方（先着
５人）は26日（金）までに、生涯学習課へ
／問合せは同課企画振興係（３３５・４
４６３）へ

子育てひろば
ポップコーン ０歳 １歳 ２・３歳

北 保 育 所  ６ 日（月） 13日（月） 20日（月）

総合体育館 21日（火）  ７ 日（火）

スクエア21･
女 性 セン

ター
̶  ２ 日（木） 16日（木）

住吉・白糸台・
第九学童クラブ ３日･10日（金）

ポップコーン･
パパ ０～３歳

各市立保育所 19日（日）

園 庭 開 放 ０～３歳

各市立保育所 15日（水）

※対象年齢は目安です。
※ 兄弟姉妹で参加する場合は、どちらの対象年齢で
も参加できます。

▲ 初優勝したFC東京

▲ 子育ての情報交換の場も

ヤマザキナビスコカップヤマザキナビスコカップヤマザキナビスコカップ
ＦＣ東京ＦＣ東京 初優勝初優勝初優勝初優勝ヤマザキナビスコカップ
ＦＣ東京

©FC東京
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　３６８・７９２１
　・観覧料　大人２００円
　　　　　子供１００円

■森のお話会～紙芝居
　11月27日（土）午後２時45分　旧郵便
取扱所脇／対象は５歳以上の方／内容
は「さむがりおに」、「七五三おめでと
う」ほか／語りは十べえお話の会
■講演会「上円下方墳の謎に迫る」
　11月28日（日）午後２時～４時　博物
館本館内大会議室／対象は高校生以上
の方／先着100人／講師は新井　悟氏
（明治大学講師）／当日直接会場へ
■プラネタリウム特別投影
　12月１日（水）午前11時　プラネタ
リウム／対象は障害者手帳などをお持
ちの方と付添いの方（１人）／無料／内
容は幼児番組「出発進行！ぼくらの宇
宙旅行」／当日直接会場へ
■ラバースタンプづくり
　12月５日（日）午後１時～３時　ふる
さと体験館／対象は小学５年生以上の
方／先着10人／費用200円／講師は吉
田三千夫氏（ラバースタンプ製作指導
者）／申込みは電話で当館へ
■星と音楽の夕べ「メリークリスマス

～きよしこの夜」
　12月23日（祝）午後５時　プラネタ
リウム／費用大人400円、子供200円
（前売りは大人100円・子供50円引き）
／内容は「きよしこの夜」、「ホワイ
ト・クリスマス」などのＣＤコンサー
ト／チケットは11月23日（祝）から
当館、府中の森芸術劇場、府中グリー
ンプラザ、ルミエール府中で発売

　３３６・３３７１

■府中ビエンナーレ関連ワーク
ショップ「ぞうきんぞうプロジェク
ト」
　11月23日（祝）・28日（日）午前10時
～午後５時　創作室／無料／内容は
家庭にある不用な布から作った手作
りのぞうきんを集め、等身大のゾウ
の彫刻を作る／手作りのぞうきんを
募集（回収箱は各文化センター、府中
の森芸術劇場、府中グリーンプラザ
などに設置）／申込みは来館、または
電話で
■トークとコンサート「絵画と音楽
の出会い」

　11月23日（祝）午前11時～午後１
時　講座室ほか／無料／内容はイン
グリット・ベーバー（公開制作作家）
によるトークと佐藤紀雄（ギタリス
ト）による現代音楽の演奏／当日直
接会場へ

　３３５・６２１１

府中の森芸術劇場12月の主な催し

　４日（土）府中の森笑劇場～春風亭
小朝ほか／５日（日）松山バレエ団
「くるみ割り人形」全幕／11日（土）ク
リスマススペシャルプロムナードコ
ンサート／17日（金）東京都大学吹奏
楽連盟合同演奏会／21日（火）どりー
むコンサート「歓喜の第九」／22日
（水）新制作座「泥かぶら」／23日（祝）
聖夜の響き～クリスマスを彩るなつ
かしのポップス

　３６０・３３１１

■新春親子たこ揚げ会
　平成17年１月８日（土）午前９時半
　郷土の森博物館／対象は小学生以

上と保護者／先着12組24人／費用１人
500円（博物館観覧料が別に必要）／内
容は和だこ作りとたこ揚げ／協力は府
中和凧の会／申込みは11月22日（月）午
前９時から当館へ（電話可）

◇　　　◇　　　◇
府中グリーンプラザの休館日

　12月１日（水）

　・市民福祉公社　３３４・３０４０

■病気と福祉のわかりやすい話／Ｆ
　11月30日（火）午後１時半～３時半
　四谷文化セン

ター／対象は市民／定員30
人／無料／内容は病気の話「最近話
題の小児の感染症」…講師は日野佳
昭氏（医師）、福祉の話「高齢者の食事
のお世話と調理法」／協力は府中市
医師会／申込み・問合せは市民福祉
公社へ

■ＪＢＬスーパーリーグ「トヨタ自
動車アルバルク対アイシン精機シー
ホークス」／ 　12月11日（土）・12
日（日）午後２時　総合体育館／入場
料アリーナ席2500円、２階席1500円
／問合せは府中ホームゲーム開催委
員会（358･5588）へ
■混声合唱団「螺旋」定期演奏会　12
月５日（日）午後２時　府中の森芸術
劇場／入場料1000円（全席自由）／曲
目はラインベルガー…「ミサ曲（ト長
調）」ほか／申込み・問合せは工藤宅
（323・3351）へ　
■子育て講座「睡眠と子どもの発達
について」　11月27日（土）午後１時
半～３時半　わらしこ保育園／無料／
講師は正木健雄氏（日本体育大学名誉
教授）／問合せは同園（369･2622）へ
■正月スキースクール　12月30日
（木）から平成17年１月２日（日）　尾
瀬戸倉スキー場（群馬県）／対象は市
民、市内在勤・在学の方／中学生以下
は保護者同伴／先着30人／費用
37000円／講師は全日本スキー連盟
公認指導員／主催は府中市スキー連
盟／申込みは12月11日（土）午後６
時に、決められた用紙（市役所８階体
育課に用意）で、中央文化セン

ターへ／問合
せは三ヶ山宅（302・3524）へ、夜間に
■ウイング介護者教室　12月５日
（日）午前10時～11時半　ウイング
（四谷６の15）／無料／内容は痴ほ

う性高齢者への対応／講師は上村昭
人氏（同施設痴ほう専門棟リーダー）
／希望者は施設見学･昼食体験（先着
20人、費用670円）可／申込みは12月
３日（金）までに、同施設へ／問合せ
も同施設（358･9330）へ
■高齢期問題を考える府中のつどい
　12月５日（日）午後１時半　ルミ
エール府中／無料／内容はお囃子、
講演「高齢者が輝いて生きる21世紀
を」ほか／講師は三上　満氏（東葛看
護専門学校長）／主催は高齢期問題
を考える府中連絡会／問合せは武田
宅（042・577・6149）へ
■講演会「障害児の高校進学の道を
拓く・北多摩高校定時制の実践」　11
月27日（土）午後２時　教育セン

ター／対象
は障害のある児童の保護者／費用500
円／講師は荒井太郎氏（同校定時制
講師）／主催は就学時健診を考える
府中市民の会／当日直接会場へ／問
合せは郡司宅（362･5703）へ、夜間に
■文化財・歴史探訪　12月３日（金）
午前９時半　芦花公園駅東口改札
外集合／雨天中止／対象は小学５
年生以上の方／先着15人／費用400
円／内容は芦花公園～調布の文化
財などを歴史講師の案内で探訪／
講師は矢崎　篤氏（多摩交流セン

ター歴史
市民講師）／主催は府中会「歴史の
道を歩く会」／申込みは11月26日
（金）までに、ＦＡＸで望月宅へ／問
合せも同宅（365･8652＝ＦＡＸ同
番）へ、夜間に
■冬期青年海外派遣事業　平成17年

２月13日（日）から３月９日（水）の10
～14日間（各コースごとに異なりま
す）／対象は18歳以上（高校生不可）
／内容はイギリス、カナダなどでの
ホームステイ、ボランティア活動ほ
か／申込み・問合せは平成17年１月
10日（祝）までに、国際青少年研修協
会（03･3359･8421）へ
■住宅用太陽熱高度利用システム補
助制度　対象は集熱器の総面積75
平方メー

トルまでのソーラーシステムの設
置をする方／内容は集熱器の総面積
に応じた設置費用の補助／補助額の
目安は６平方メー

トルで約10万円、75平方
メー
トルで約125万円／詳しくはホーム
ページ（http://www.nef.or.jp）をご
覧ください／申込み・問合せは新エ
ネルギー財団太陽熱利用部（03･52
75･9566）へ

■都立武蔵台養護学校文化祭　12月
３日（金）・４日（土）午前９時半～午
後２時　同校／内容は小学～高等部
の作品展示や舞台発表ほか／問合せ
は同校・堀田あて（042･576･7491）へ
■国民年金集合徴収　11月24日（水）
から26日（金）午前10時～午後４時　
市役所１階市民談話室／無料／内容
は国民年金保険料の収納、年金相談
／問合せは府中社会保険事務所（36
1・1011）へ
■国民年金保険料は忘れずに申告を
　国民年金保険料は、扶養家族の分

も含めて全額が社会保険料控除の対
象です／所得金額から控除されます
ので忘れずに申告を／問合せは府中
社会保険事務所（361・1011）へ
■国民年金保険料10月分の納期限
及び口座振替日　11月30日（火）／
納付場所は郵便局、金融機関、または
コンビニエンスストアへ／問合せは
府中社会保険事務所（361・1011）へ
■都有地活用の知的障害者グループ
ホーム事業者募集　対象は社会福祉
法人、ＮＰＯ法人、社団法人、財団法
人、民間企業／内容は都が事業所と
して使用していた建物（若松町４の
８）を知的障害者グループホーム用
に賃貸／建物改修は都の補助制度が
活用可／公募要項は都福祉保健局改
革推進課、市役所１階障害者福祉課
に用意／申込みは平成17年１月５日
（水）から７日（金）に、都福祉保健局
改革推進課へ／問合せも同課（03･
5320･4009）へ
■ご存じですか検察審査会　交通事
故、詐欺などの被害を検察官が裁判
にかけてくれないなどの不服を持っ
ている方のために、検察審査会制度
があります／費用は無料で、秘密は
固く守られますので、お気軽にご相
談ください／検察審査会は選挙権を
持っている方の中から「くじ」で選ば
れた11人の審査員が審査に当たり
ます／審査員に選ばれた方は、国民
の代表としてご協力をお願いします
／問合せは八王子検察審査会事務局
（0426・42・5195）へ
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○会場の記載のないものは、市民医療センターで
行います
○予防と相談は無料です
○各事業の申込み・問合せは、それぞれの申込み日
の午前８時半から受け付けます／申込み日の記載
のないものは、当日直接会場へ
○このコーナーは、毎月21日号に掲載します

12月の予防と相談

申込みは母子保健係（368・5333）へ

■はじめてのパパママ学級（４回コース）／Ｆ　
申込み…11月24日（水）から
　平成17年１月７日・14日・21日（金）・29日（土）午
後１時半～３時50分／対象は受講時妊娠16～27
週の初産の妊婦／定員40人／内容は妊娠中の健
康管理・出産の準備、妊婦体操、もく浴実習ほか／
14日・29日は、父親の参加可（妊婦体験用モデルの
試着、もく浴実習ほか）
■はじめてのパパママ学級（半日コース）／Ｆ　
申込み…11月24日（水）から
　12月11日（土）午前９時～11時半／対象は受講
時妊娠24～36週の初産の妊婦と配偶者／定員30
組／内容は妊婦体操、呼吸法、妊婦体験用モデル
の試着、母子保健サービス案内ほか
■母子保健相談　申込み…11月24日（水）から
　12月１日（水）・10日（金）午後１時半～４時／定
員各日８人／内容は助産師による妊娠・出産・母
乳育児・乳房の相談
■子育て相談室
　受付は月曜から金曜日　午前９時～11時、午後
１時～４時／内容は保健師・看護師・栄養士・歯科
衛生士による電話・面接相談（面接相談は原則と
して電話予約）
■すくすくらんど（育児学級）／Ｆ
　12月10日（金）午前10時（受付は９時半）／対象
は平成15年12月～平成16年２月生まれの乳児と
保護者（原則として第１子）／内容は親子遊び、歯
科の話、子育て情報交換、育児相談ほか／母子健
康手帳、筆記用具、バスタオル持参
■離乳食教室前期／Ｆ　申込み…12月１日（水）

から
　12月15日・22日（水）午後１時半～３時／対象は
平成16年５～７月生まれで第１子の保護者／定
員各日20人／内容は離乳食のすすめ方、調理実
演、試食、懇談ほか
■離乳食教室後期／Ｆ　申込み…11月24日（水）
から
　12月８日（水）午後１時半～３時／対象は平成
15年12月～平成16年３月生まれで第１子の保護
者／定員20人／内容は離乳食のすすめ方、調理実
演、試食、懇談ほか
■親と子の歯磨き教室　申込み…11月24日（水）
から
　12月15日（水）午前10時～11時／対象は歯が生
えている平成15年12月１日以降に生まれた乳幼
児と保護者／定員25人／内容は歯科医師・歯科衛
生士による話ほか
■１歳・３歳６か月児予防歯科指導教室
　12月３日・10日（金）／受付は①午前９時～11
時、②午後１時15分～３時／対象は①平成15年11
月生まれの幼児と保護者、②平成13年５月生まれ
の幼児と保護者／内容は歯科衛生士による歯磨
き指導／申込みは予防歯科指導担当（368・5322）
へ

申込みは母子保健係（368・5333）へ

■結核予防接種
　12月６日（月）ツベルクリン・８日（水）判定とＢ
ＣＧ／受付はいずれも午後１時40分～２時40分
／対象は平成16年８月生まれの乳児／遅れてい
る方も３歳11か月まで接種可／検温は当日会場
で／母子健康手帳を持って、必ず保護者同伴で
■結核検診
　12月８日（水）午後１時半～３時／対象は15歳以
上の市民／内容は胸部Ｘ線間接撮影／託児あり
■３・４か月児健康診査と産婦健康診査
　12月９日・16日（木）・24日（金）／受付は午後１
時10分～２時20分／対象は平成16年８月生まれ
の乳児とその母親
■１歳６か月児健康診査
　11月29日、12月13日・20日（月）／受付は午後１
時～２時／対象は平成15年５月生まれの幼児
■３歳児健康診査
　12月７日・14日・21日（火）／受付は午後１時～

２時／対象は平成13年11月生まれの幼児
■妊婦歯科健康診査
　12月22日（水）午後１時20分／対象は妊娠16～
27週の妊婦／定員32人／内容は歯科健康診査、歯
磨き指導ほか／母子健康手帳・受診票持参／市内
協力歯科医院でも受診可 
■２歳・２歳６か月・４歳・５歳児幼児歯科健診
　①12月２日（木）午前９時半～午後３時・②８日
（水）午後１時15分～３時・③16日（木）午前９時半
～午後３時／対象は①平成14年11月生まれの幼
児、②平成11・12年11月生まれの幼児、③平成14年
５月生まれの幼児／内容は歯科健康診査、歯磨き
指導ほか／申込みは予防歯科指導担当（368・
5322）へ

結核予防接種（ＢＣＧ）の
接種対象年齢が変わります

　結核予防法の改正に伴い、平成17年４月からＢ
ＣＧの接種対象年齢が、３歳11か月までから生後
５か月までに変わります／すでに生後６か月以
上で、未接種の方は、平成17年３月までに接種し
てください

申込みは成人保健係（368・5338）へ

■歯科なんでも相談　申込み･･･11月22日（月）か
ら
　12月15日（水）午後１時半～３時／先着15人／
内容は歯科医師、歯科衛生士による歯の健康相談

TEL（362・2334）

■12月の心の相談事業と検査
　①高齢者の心の相談…６日（月）午後２時～４
時、②思春期相談…９日（木）午後２時～４時、③
心の健康相談…13日（月）午後２時～４時、④エイ
ズ抗体検査…14日（火）午前９時～10時（匿名の予
約制で、結果は１週間後）／申込みは①～③は地
域保健係、④は保健対策係へ
■母子講演会 ｢正しい理解と保育・療育のために｣
　11月24日（水）午前10時～正午／対象はダウン
症児とその家族ほか／無料／講師は飯沼和三氏
（愛児クリニック院長）／申込み・問合せは地域保
健係へ
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「
府
中
三
景
」

▲ 記念パレードでは、けやき並木が大勢
の人でにぎわいました

中学生　11月３日の記念
催事を振りかえっての感
想を伺いたいのですが
市　長　正直終ってほっ

としました。素晴らしいものになり、市民には大変好
評をいただきました
中学生　「喜びの集い」の中で、市民に「府中の好きな
ところ」を答えてもらう場面がありましたが、市長さ
んは府中のどんなところが好きですか
市　長　「未来へつなぐ　水と緑の　ふるさと府中」
が50周年のキャッチコピーですが、この「水と緑」が府
中らしさの最大のポイントで、これに歴史がプラスさ
れたけやき並木が私は好きです
中学生　これからの府中市をどんなまちにしていき
たいと思いますか
市　長　水と緑のネットワークの構築が私の取り組
む大きな施策の１
つですが、水と緑
が多く、心が和む
ほっとするような
まちにしたいと思
います

中学生特派員（五中２年生）
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市長インタビュー


